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冬のスリップ事故に注意
40％が「通勤」時間帯 午前7時台～8時台
スピードを落とし、普段の2倍以上の車間距離

『だろう』より、『かもしれない』で、防ぐ事故
・ 橋の上、日かげ、トンネル、峠 路面凍結に注意
・ 『今、路面が凍結していたら･･･』と考え、運転を変えましょう

急ブレーキ・急ハンドル・急発進
「急」のつく操作は、スリップの原因

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者を見落とさないように気を付けましょう

《過労運転の防止》
○ 「ぼ～っと」すると、目は開いていても、見えていません 「その運転、大変危険です」
○ こまめに休憩をとりましょう （2時間走行15分休憩）

バックする時 「たぶんいないだろう･･･」は、ダメ

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

トラック 対向車線にはみ出し？
乗用車に接触、横転

男女6人が救急搬送、9歳女児が頭を強く打ち重傷
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い！◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２４／１２／７（土）
７日午前９時前、鹿児島県でトラックが対向車線を走っていた乗用車に接触し、その後横転しました。この事

故で、乗用車に乗っていた女性（４３）と女性の子ども４人、トラックを運転していた男性（５９）の合わせて６人
が救急搬送されました。このうち９歳の女の子が頭などを強く打ち重傷です。警察はトラックが対向車線にはみ
出したとみて調べています。

夕方５時前 横断歩道のある市道交差点
右から・・・母親と一緒に横断していた6歳男児

タクシーにはねられ足の骨折る大けが
タクシー運転手の男性を現行犯逮捕

◇夜間 右からの横断歩行者は、『発見が遅れる』ので注意しましょう◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２４／１２／８（日）
７日午後４時５０分頃、宮城県の市道交差点で、母親と一緒に道路を歩いて横断していた６歳の男子児童が左から

来たタクシーにはねられ、左太ももの骨を折るなどの大けがをしました。警察はタクシーを運転していた男性（
５６）を過失運転傷害の疑いで現行犯逮捕しました。現場は横断歩道のある交差点です。

深夜３時 横断歩道や信号のない 見通しの良い国道
歩いていた男性が乗用車にはねられ 意識不明の重体

◇夜間は、歩行者を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇

◇見通しが良くても･･･◇
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

２０２４／１２／８（日）
８日午前３時前、岡山県の国道で道路を歩いていた男性が、２８歳の男性が運転する乗用車にはねられ、頭を強

く打つなどして意識不明の重体です。警察によりますと男性は６０代前後とみられ身元の確認を進めるとともに事
故の原因を調べています。現場は見通しの良い直線道路で信号や横断歩道はありません。


